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武蔵国分寺跡史跡指定
100周年を迎えて

国分寺市長　井澤 邦夫

　今年度は、武蔵国
分寺跡が国の史跡指定
を受けてから、100周
年を迎える記念すべき
年です。広く市民に親
しまれ、本市の誇りで
ある武蔵国分寺跡が、多くの方々のご
協力を得て100年間にわたり保存され
てきた歴史的意義を改めて認識するた
め、さまざまな記念事業や、子どもた
ちも楽しめる体験イベントなどを実施
してまいります。100周年記念事業を
通じて、伝染病の収束を願っていた国
分寺建立当時の状況に思いを馳せ、市
民の皆様と共に未来に向けて希望をつ
なげてまいります。

午前
の部

午後
の部

物産展

オープニングイベント
　4月
29日

（祝）

いろいろな企画で盛り上げていきます

鼓童演奏と
市立中学生合同バンド演奏

y午後1時～3時
b史跡武蔵国分寺跡※当日直接会場へ。雨天
時はいずみホール(詳しい開催場所は前日
に市HPでお知らせ)

総合司会土屋礼央さん(市観光大使）
■プログラム
〇姉妹都市佐渡市を拠点とする
太鼓芸能集団「鼓童」による演奏
〇市立中学生合同バンド演奏
〇土屋礼央さんと職員による市の魅力
紹介

y午前10時～11時30分　
bいずみホール
■プログラム
〇記念講演「史跡武蔵国分寺の価値と保存に
ついて」
　k近江俊秀さん(文化庁主任文化財調査官)

c200人
m4月5日(火) ～22日(金)午前9時～午後5時に、
件名に記念講演申込、本文に氏名(ふりがな)・
電話番号・住所(市町村名まで)を明記し、
abunkazai@city.kokubunji.tokyo.jpまたは
電話でふるさと文化財課☎ (042)300-0073
〔土・日曜日は武蔵国分寺跡資料館☎ (042)3
23-4103)〕へ※先着順

y午前10時～午後3時30分
b史跡武蔵国分寺跡
　※雨天時はいずみホール
z商品が無くなりしだい終了
■出店団体※雨天時変更あり
〇佐渡市(姉妹都市)
〇飯山市(友好都市)
〇JA東京むさし・市商工会ほか

▼太鼓芸能集団「鼓童」 

雨天時の入場方法
正午からホール入口で整理券配布
※先着200人。1人あたり4枚まで。
　2歳児以下膝上鑑賞可

武蔵国分寺跡の歩み
記念講演 姉妹都市・友好都市の

旬の海の幸・山の幸、
地元の農産物を
楽しみませんか

力強い鼓童の響きと
中学生の爽やかな音色をお楽しみください

武蔵国分寺跡の歩みを振り返りながら
100年の歴史に思いを馳せてみませんか

→ふるさと文化財課☎ (042)300-0073

　
武蔵国分寺跡は、

大正11(1922)年に国の史跡指定
を受け、今年度は100周年の節目にあた
ります。今から約1,300年前の奈良時代は、
伝染病の流行・飢饉・大地震、政治の混乱によ
って社会不安が続いていました。そこで聖武天
皇は、仏教の力によって国の混乱を鎮め、国民
に幸福をもたらすために天平13(741)年に国分
寺建立の詔を発布し、当時の60余国に建立
された国分寺の一つが武蔵国分寺です。
郷土の宝である武蔵国分寺跡を、み
んなで未来につないでいき

ましょう。

▼太鼓芸能集団「鼓童」 

鼓童とは
心臓の鼓動の

音からとった名前で、
大太鼓の響きが
胎内で聞く

初めての音(心音)を
想わせます

最新の情
報は

市HPな
どで

お知らせ
して

いきます

武蔵国分寺跡
資料館の
企画展示

7月30日（土）～
令和5年2月19日（日）

子ども向け
体験イベント

♬謎解きゲーム
♬レプリカ制作
♬拓本体験
♬ぬり絵

※開催時期などは市HPを
ご覧ください歴史講座

もとまち公民館 =
6月・7月・9月・10月（全6回）

恋ケ窪公民館 =6月
光公民館 =12月

並木公民館 =令和5年3月

市内公共施設での
パネル展示

7月～令和5年2月

ジュニア
歴史検定
9月3日 ( 土 )

市内文化財
めぐり

10月10日（祝）

おたかの道
湧水園無料公開
10月～11月

市外文化財
めぐり

7月23日（土）

記念講演会
10月22日（土）

▲ 大正11年当時の僧寺中枢部

▲僧寺イメージ図

▼現在の僧寺中枢部 


